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1.ZettaSuite の機能 

1-1.基本機能 

ZettaSuit のデータストレージ機能 

 

データ高速化 

 書き込みログ（ZIL）によるランダム書き込みの高速化 

 ハイブリッドリードキャッシュ、RAM による第 1 レベル（ARC -Adaptive Replacement Cache）、SSD による第 2 レベル

（L2ARC） 

 ARC の高いキャッシュヒット率、最近使用された（MRU）、最も頻繁に使用された（MFU）読み取りキャッシュアルゴリズム

を使用しています。 

 データリシルバリング（使用済みスペースのみ再構築を行います） 

 パフォーマンスを向上させるための圧縮と重複排除 

 重複排除に必要なメモリ容量はパフォーマンスチューニングを参照ください。 

データのアクセシビリティ 

 iSCSI、ファイバチャネル（FC）※、NFS、SMB（CIFS） 

※ ZettaSuite の標準出荷構成では、ファイバチャネル(FC)をご利用いただくことはできません。 

 仮想 IP の使用 

 

データの可用性 

 高可用性デュアルコントローラクラスタリング 

 アクティブ-アクティブおよびアクティブ-パッシブ HA クラスタ 

 通常のクラスタ・アーキテクチャ、および、メトロ・HA クラスタ※ 

※ZettaSuite の標準出荷構成では、メトロ・HA クラスタをご利用いただくことはできません。 

 

データの整合性と保護 

 データとメタデータのチェックサム 

 Scrub ユーティリティを使用してサイレントデータエラーを検出および修正する自己修復 

 データの整合性を保つためのアトミックトランザクション書き込み 

 トランザクションコピーオンライト I/O 操作により、サイレントデータの破損とデータの断片化を排除 

 ユーザーデータの複数のコピーを保存可能 

・データの最適化 

 オンライン圧縮（LZ4、LZJB、ZLE、GZIP 1..9） 

 オンライン重複排除※ 

※ 重複排除に必要なメモリ容量はリリースノートのパフォーマンスチューニングを参照ください。 

 シック、シン、オーバープロビジョニング 

 ほぼ無制限のスナップショットとクローン 

・ユーザ認証 

 SMB / CIFS プロトコルのローカル LDAP ユーザおよびグループ認証 

 外部アクティブディレクトリドメインサーバー 

・ファイルシステムとストレージの仮想化 

 128 ビット ZFS ファイルシステム 

 プールストレージモデル 

 使用中のストレージ拡張による無制限のスケーラビリティ 

 ほぼ無制限のファイルとボリュームサイズ 

・システム監視 

 SNMP 

 Nagios、Checkmk 

 GUI 統計環境 



 

2 

オンサイトおよびオフサイトのデータ保護 

 オンサイトおよびオフサイトデータ保護機能を使用すると、予期しない災害が発生した場合に、重要な企業データをバッ

クアップおよび復元できます。 

 このバックアップの機能により、ローカルおよびリモートの宛先への一貫したスナップショットおよび非同期スナップショッ

トレプリケーションを作成できます。高度なリテンション設定により、レプリケーションタスクを要件に応じて設定できます。 

 オンサイトおよびオフサイトのデータ保護は、追加のサードパーティツールを使用する必要がなく、幅広い災害復旧計画

をカバーします。 

バックアップウィンドウ 

 データの変更分のみが複製されるため、バックアップウィンドウは数分に短縮されることが期待できます。 

ランサムウェアに対する保護 

 すべてのデータに瞬時にアクセスできる非常に頻繁なスナップショットにより、ウイルス攻撃前の状態にすばやくロール

バックできます。 

以前のデータバージョン(MS-Windows)への即時アクセスと復元 

 MS Windows クライアントの SMB を介して「以前のバージョン」に直接アクセスできます。 

非常に軽いバックアップエンジン 

 継続的な間隔ベースのレプリケーションはバックグラウンドで動作し、本番環境への影響はほとんどありません。 

VMware 環境では、非常に負荷の高い時間枠で仮想マシンのスナップショットをスキップするオプションがあります。 

・バックアップメディアのオプションの取り外しとローテーション 

 プールのエクスポートおよびインポート機能により、ユーザはバックアップメディア（ディスク）を安全に取り外したり、他の

セットと一緒にローテーションしたり、別の場所に発送したりすることも可能です。 

・暗号化された転送 

 データストリームは SSH 経由で送信され、インターネット経由で安全に転送されます。 
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2.電源の投入 

2-1.電源 ONの操作  

電源投入は必ず JBOD → ストレージ・コントローラの順で行ってください。 

 

JBOD の電源ＯＮ  

Z200 JBODの電源ボタン Z300 JBODの電源ボタン

 

電源ケーブルを接続すると、JBOD が起動します。 

（電源供給している状態で、フロント電源ボタンで電源を落としている場合は、ボタンを押下すると起動します。） 

JBOD には起動の完了を明示する LED はございません。電源供給を開始してから１０分間経過後、コントローラー・ヘッドの

電源ＯＮを実行します。 

 

高集積 JBOD の電源ＯN （NZAB---で始まる型番） 

 

電源の供給を開始すると、JBOD が起動します。（電源スイッチはありません。） 

JBOD は多数のディスクを順次起動するため時間を要します。起動の完了を明示する LED はございません。電源供給を開始

してから１０分間経過後、コントローラー・ヘッドの電源ＯＮを実行します。 

※コントローラー・ヘッドが起動するまで、②の Fault LED は点滅し、消灯しません。 
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コントローラー・ヘッドの電源ＯＮ 

電源ケーブルを接続します。電源ボタンを押すと電源がＯＮになります。 

※電源ボタンを押さずに自動起動させたい場合は、BIOS の設定変更により対応してください。 

コントローラーヘッドの電源ボタン

 

ストレージ・コントローラに、ディスプレイモニターとキーボードを接続し電源を ONすると自動的に OSが起動します。ロード中

は以下の画面がディスプレイモニターに表示されます。 

 

ストレージ・コントローラが起動すると、以下のような画面がディスプレイモニターに表示されます。 
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3.WebGUI 操作 

3-1.ログイン方法 

Web ブラウザ(Firefox を推奨しています)を開き、URL 欄に IP アドレス、または、コンピュータ名(名前解決している場合）を入

力し、「Enter」キーを押下します。警告の画面が表示されましたら、「詳細情報」をクリックします。 

 
 

 

 

下の様な警告が表示されますので、内容を確認の上、「危険性を承知で続行」ボタンをクリックします。 

 

 

ログイン画面が表示されます。パスワードを入力(デフォルトは admin )し、「Login」ボタンをクリックします。 

 

3-2.ログアウト方法 

ログイン後のメイン画面右上に"Logout"ボタンがあります。 

こちらをクリックすると、確認画面が表示されますので、内容を確認の上"Yes"をクリックします。 
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3-3. WebGUI について 

ZettaSuite のログインを実施すると以下の画面が表示されます。 
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Web ブラウザメニュー 

1) ログアウトメニュー WebGUI からログアウト/シャットダウン/再起動を行う際に使用します。 

 

2) メインメニュー ネットワーク、ボリューム、共有等の設定、確認等を行います。 

  Failover Settings はオプション機能のライセンス入力により異なります。 

 

3) イベントビューワ  ZettaSuite で生じたイベントが表示されます。 

 

4) ヘルプボタン  をクリックすることで、ZettaSuite のリリースノート/マニュアル(英語）を確認すること

   ができます。このヘルプボタンは各メニューにも存在します。もし設定にて不明な点があれ 

   ば  をクリックしてください。 

 

5) About ボタン  をクリックすることで、現在使用している OSのバージョンを確認できます。 

   また、追加のライセンス（プロダクトキー）登録、アクティベーションの実施も可能です。 

 

3-4.イベントビューワ(notificaitons) 

ZettaSuite で生じたイベントが表示されます。 

 

Search     通知を検索します 

 

Delete selected    選択した通知を削除します 

 

Delete all     すべての通知を削除します。 

 

Show errors , Show warnings , Show informations 通知の重要度により表示・非表示を設定します。 

 

表示する時間範囲    All time, Last 24h, Last 7 days, Last 30 days, Custom から選択できます。 

    Custom では表示の期間（開始日、終了日）を選択できます。 
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イベントビューワの表示（最大化）と非表示（最小化） 

WebGUI でログイン後、イベントビューワが表示された状態になります。 

空白部分(右図の赤枠で囲った部分）をクリックすることで、イベントビューワが最小化されます。 

最小化された状態で空白部分をクリックすると最大化（表示状態）になります。 

 

 

 

3-5.ライセンス情報 

About を選ぶと ZettaSuite のライセンスの情報などの確認が可能です。 

容量や機能のライセンスの追加を行う際は、このメニューからライセンスの追加を行うことができます。 

 

ライセンスに関連する情報を要約します。詳細情報は 2 つのパネルに分かれています。 
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Version  使用されているリリースに関する詳細情報を表示します 

 

Release date 上記 Version のリリース日が表示されます 

 

Serial Number ライセンスのシリアル番号 

 

Storage  使用可能なストレージサイズの制限。サイズが制限されている場合（ストレージサイズの最大値が 

  表示されます）または無制限にすることができます。 

  TRIAL ライセンスは無制限のストレージライセンスです。 

  試用期間が終了すると、システムのパフォーマンスが大幅に低下します。 

 

Version status アクティベーションの現在のステータスを表示します。ステータスは「Activated」または「Not  

  Activated」のいずれかです。 

  ステータスが「Not Activated」の場合、[Activate]ボタンが機能します。 

  製品をアクティベートするには、システムがインターネットにアクセスできる必要があります。 

  正常にアクティブ化するために必要な通信ポートは、25 および 10444（ソースおよび宛先）です。 

  アクティベーションエラーが発生した場合は、ファイアウォールルールを確認してください。 

 

Expiration date 試用ライセンスの有効期限。 

 

LICENSES  ライセンスキーはニューテックから提供されます。 

 

Product Key プロダクトキーの形式は XXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXX です 

 

Storage Key システムが管理するストレージ容量を拡張できます 

 

Feature Pack keys  システムに機能を追加します。 
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4.設定の保存 

システム設定の変更を行う際には、設定変更作業の「前」、設定変更作業の「後」で、それぞれ「構成情報」と「ログ情報」をロ

ーカルシステムに保存し、保管してください。 

システム変更により発生した問題への対処、システムが復旧できなくなった場合の対処等で利用いたします。 

 

4-1.システム設定情報のダウンロード 

[System Settings] → [Settings management] → [Save current settings]を選択します。 

 

リストの Options から Download を選択します。拡張子(.cnf)ファイルがダウンロードされます。保存し、保管してください。 

 

 

4-2.ログ情報のダウンロード 

[Diagnostics] → [Logs] → [Download all]を選択します。 

拡張子(.tar.gz)ファイルがダウンロードされます。保存し、保管してください。 

 

 

 



 

11 

5.再起動とシャットダウン 

5-1.再起動方法（WebGUI) 

ログイン後のメイン画面右上に[Logout]ボタンを確認することができます。このボタンの横のボタンをクリックします。表示され

たメニューで"Reboot"を選択します。※HA構成での再起動は「4-5.HA 構成 ストレージ・コントローラ（片側ノード）の再起動」

を参照ください。 

 

下の画面が表示されます。赤枠に reboot と入力し、[Reboot]ボタンをクリックします。 

 

 

5-2.シャットダウン方法（WebGUI) 

ログイン後のメイン画面右上に[Logout]ボタンを確認することができます。このボタンの横のボタンをクリックします。表示され

たメニューで[Shutdown]を選択します。 

※HA構成での再起動は「4-3.HA 構成 シャットダウン」を参照ください。 

 

下の画面が表示されます。赤枠に shutdown と入力し、[Shutdown]ボタンをクリックします。 
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5-3.HA 構成 シャットダウン 

HA 構成シャットダウン操作は、「シャットダウン(WebGUI)」方法で、ストレージ・コントローラをシャットダウンします。 

シャットダウンする前に、HAの構成を停止（Stop Failover）の操作を実行する必要はありません。 

 

NodeA と NodeB のストレージ・コントローラで、「シャットダウン(WebGUI)」の操作を実行して下さい。 

 

Node A と Node B がシャットダウンされたことを確認して、JBOD を停止します。  

Node A
ストレージコントローラ

JBOD

Node B  
ストレージコントローラ

 

※Node A , Node B のどちらのストレージ・コントローラからでもシャットダウン操作をすること可能ですが、Node B を先にシャ

ットダウンした場合の例； 

Node B のストレージプールは、Node A で import されます。Node A の notifications には、Starting import of pool Pool-X 

(ID:++++++++++++++++++)とそれに続くストレージプールの import の Information が報告されます。 

Node A の notification には、Failover: Lost connection to host `++++++++`の Error が報告されます。 

 

5-4.HA 構成 起動方法 

JBOD を電源 ON して、起動します。 

次に、ストレージ・コントローラ(Node A, Node B)の電源を ON します。 

両方（Node A , Node B）の OSが完全に起動すると、Failover のステータスは、Started の状態になります。 

 

 

ストレージプールが、ストレージ・コントローラ（NodeA または、Node B）に import されて、ご利用可能なステータスになりま

す。 

 

 

※ストレージプールが、Node A, Node B のどちらに import されたかは、起動後に確認する必要があります。 
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※片側のノードだけが起動した状態の例； 

Failover Status は Ready to Start の状態になります。 

 

ストレージプールは import されません。Storage メニューでは、「No local zpools have been found on the system…」が表示さ

れます。 

 

起動している側の notifications では下記のような error が報告されます。 

Failover: Lost connections to host `++++++++` 

Failed to synchronize network configuration with remote node ++++++++ because it was not reachable in the network 

Failed to synchronize FC target configuration with remote node ++++++++ because it was not reachable in the network 

Failed to start the cluster service during system boot due tto network communication error with remote node. 

5-5.HA 構成 ストレージ・コントローラ（片側ノード）の再起動 

HA 構成において、片側ストレージ・コントローラの再起動は、「5-1.再起動方法（WebGUI)」と同様の手順で行います。 

起動している側のストレージ・コントローラが、ストレージプールを import するので継続して使用することが可能です。 

 

起動している側の Failover のステータスは、再起動が完了するまで、Connection status : Unreachable, Failover status : 

Offline の表示になります。 

再起動が完了すると、Connection status : Reachable, Failover status : Online に変わります。 

 

※Node B を再起動した場合の例; 

Node B のストレージプールは、Node A で import されます。Node A の notifications には、、Starting import of pool Pool-X 

(ID:++++++++++++++++++)とそれに続くストレージプールの import の Information が報告されます。 

Node A の notifications には、Failover: Lost connection to host `++++++++`の Error が報告されます。 

Node B の再起動が完了すると、Node A の notifications には、Host binding : Host `++++++++@ is connected.の情報が報告

されます。 
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5-6.電源 OFF の操作  

電源OFF の操作は、必ずストレージ・コントローラをシャットダウンしてから行ってください。 

 

ストレージ・コントローラの電源 OFF 

シャットダウン方法（WebGUI)を参照して、ストレージ・コントローラを停止します。 

シャットダウンを実行すると、主電源はオフになります。システムへのスタンバイ電源の供給は維持されます。 

電源の供給を停止すると完全に電源 OFF 状態になります。 

 

JBOD の電源ＯFF 

Z200 JBODの電源ボタン Z300 JBODの電源ボタン

 

電源ボタンの操作 

 

・電源ボタンを押したまますると、青色の UID LED が点滅し始めます。そのまま押したままにすると、青色 LED の点滅が止

まり、暗くなりましたら電源ボタンを放して下さい。 

 

・シャットダウンシーケンスが開始され、10 秒以内にシステムをシャットダウンします。 

このボタンでシステムの電源をオフにすると、主電源はオフになりますが、システムへのスタンバイ電源の供給は維持されま

す。電源の供給を停止することで完全に電源OFF 状態になります。 

 

高集積 JBOD の電源ＯFF （NZAB---で始まる型番） 

 

電源の供給を停止することで電源を OFF にします。（電源スイッチはありません。） 
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